
 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　サービス提供状況

 ４　市内中小企業への発注に対する考え方

令和７年度指定管理業務に関する事業報告書（特養）

施設名 京都市東九条特別養護老人ホーム

【開所日】年中無休
【開所時間】24時間
【利用定員】50名
【職員研修】新人研修・部署内研修・法人内研修の実施
【法令遵守】
・BCP、指針、業務マニュアルの見直し
・自主点検の実施

（令和7年度末時点）
管理者1名、介護支援専門員2名(兼務2名)、介護職員21名(兼務2名)、生活相談員3名(兼務2名)、看護職
員5名(兼機能訓練指導員1名)、管理栄養士1名、調理員(業者委託)

再委託の実施状況（協定書に明記のない再委託業務）は、以下の通り。（例：給食調理業務）

（２）指定管理業務（企画提案業務：指定管理者が提案し、施設内で実施している業務。例：配食サー
ビス）

・シルバーハウジング相談員派遣事業

（１）指定管理業務（本来業務：特別養護老人ホーム）
・要介護高齢者のための生活施設。入浴、排泄、食事等の介護その他日常生活の支援、機能訓練、健康
管理を行う。
・重度認知症の方、医療処置が必要な方など重度障害のある高齢者へのケアを実施。希望により看取り
介護に対応。
・内科回診（2回/週）、精神科回診（2回/月）、歯科医師往診（2回/月）、歯科衛生士の訪問（1回/
週）、その他外部機関との医療相談体制の整備。

自主事業の実施状況は、以下の通り。

・
・

・厨房業務
・リネン類のクリーニングとリース業務
・施設敷地内の害虫駆除

・全て市内中小企業に発注した。
・特殊設備等の保守管理以外は市内中小企業を活用した。
・市内中小企業に優先して発注するよう努めた。



 ５　施設の利用状況（本来業務に係る施設の稼働率、利用者数、事業参加者数など）

①令和７年度実績値 人

②令和８年度目標値 人

①令和７年度実績値 件

②令和８年度目標値 件

ア　本来業務（特別養護老人ホーム）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

イ　企画提案業務1（生活援助員派遣事業）　令和７年度収入状況及び支出の状況（単位：円）

ウ　企画提案業務2（〇〇〇　　　　　）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

エ　企画提案業務3（〇〇〇　　　　　）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

オ　令和７年度自主事業（○○〇　　　）に関する収支状況（単位：円）　

収支状況 0

支出計 0

収入計 0

収入

雑収入

委託料収入 委託費

その他補助金収入

人件費

利用料収入 事業費

その他

収入計 0

介護保険収入

補助金収入 その他

雑収入 支出計 0

委託料収入 委託費

利用料収入

1,177

収入計 3,668,377

介護保険収入

事業費

0 人件費 4,337,644

事業費 30,254

委託費 0

支出

その他 14,588

0 支出計 4,382,486

人件費

その他

3,667,200

雑収入

その他

雑収入 933,180

利用料収入 0

収入計

補助金収入

224,635,745

介護保険収入

委託料収入 0

支出計 233,221,527

その他 2,463,861

補助金収入 2,670,805 小額修繕費 621,812

寄付金収入 120,000 その他 26,367,297

利用料収入 43,239,914 事業費 43,469,383

委託料収入 0 委託費 37,216,455

60

⑶　収支実績

介護保険収入 175,207,985 人件費 125,546,580

⑵実利用者数

65

17,760

⑴延べ利用者数

17,302



　　６　施設の利用者満足度の把握

　 ⑴　利用者満足度の把握状況

　 ⑵　利用者満足度把握の結果

 　⑶　意見等への主な対応状況

　　７　その他特記事項

　 ⑴ 

 　⑵

　　８　評価（指定管理者自己評価）

・重障老人健康管理事業対象者も多数入所されており、障害の有無、程度に関わらず入所の受入を行ってい
る。
・重度認知症の方、医療処置が必要な方など重度障害のある高齢者へのケアが増えており、同時に入院期間
の増大による空床対策を迫られている。医療機関との連携を密にするために協力病院を２病院としている。
・歯科医師らと協働し、口腔衛生や食支援に関する取り組みを行っている。誤嚥性肺炎等の疾病予防を推進
することができた。
・キャリアレビュー制度を通して、職員のキャリアアップやモチベーションアップに取り組み、職員定着を
図っている。増える外国人職員への日本語向上へのサポートも含め、体系的かつ個別的な指導体制を構築し
た。
・新規利用者の獲得を図り、減収見込みを最小限にするべく収支改善のための方策を検討、実践しつつ収支
改善に努めている。
・施設内のレクリエーションの企画実行、他部署合同イベントや外部イベントへの参加等、余暇時間の充実
を図った。

アンケート調査にて、ご利用者・ご家族の満足度、要望・改善点などを聞き取っている。

面会・外出制限が段階的に緩和されたことについて、好評の声が多い。ただ、利用者居住スペースへの立ち
入りは控えていただいている状況のため、そこに関する要望はある。

衣替えや、新規入所のタイミング等、臨機応変に居室への案内対応をしている。
ご意見ついての対応を施設内で協議。施設としての回答を付してご家族へ送付し、施設内にも掲示。



 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　サービス提供状況

 ４　市内中小企業への発注に対する考え方

令和７年度指定管理業務に関する事業報告書（短期）

施設名 東九条のぞみショートステイ

【開所日】年中無休
【開所時間】24時間
【利用定員】6名
【職員研修】新人研修・部署内研修・法人内研修の実施
【法令遵守】
・定期的な業務マニュアルの見直し
・自主点検の実施

（１）指定管理業務（本来業務：老人短期入所生活）
・在宅の要支援・要介護高齢者のための生活施設。入浴、排泄、食事等の介護その他日常生活の支援、
機能訓練、健康管理を行う。
・希望に応じて利用日数の調整を図り、在宅生活維持への手助けをする。
・利用者の状態観察に努め、必要に応じて家族・主治医・担当ケアマネジャーとの連携を図り、受診等
の対応をする。
　

自主事業の実施状況は、以下の通り。

（２）指定管理業務（企画提案業務：指定管理者が提案し、施設内で実施している業務。例：配食サー
ビス）

・シルバーハウジング相談員派遣事業

・
・

（令和7年度末時点）
管理者1名、介護支援専門員2名(兼務2名)、介護職員21名(兼務2名)、生活相談員3名(兼務2名)、看護職
員5名(兼機能訓練指導員1名)、管理栄養士1名、調理員(業者委託)

再委託の実施状況（協定書に明記のない再委託業務）は、以下の通り。（例：給食調理業務）

・厨房業務
・リネン類のクリーニングとリース業務
・施設敷地内の害虫駆除

・全て市内中小企業に発注した。
・特殊設備等の保守管理以外は市内中小企業を活用した。
・市内中小企業に優先して発注するよう努めた。



 ５　施設の利用状況（本来業務に係る施設の稼働率、利用者数、事業参加者数など）

①令和７年度実績値 人

②令和８年度目標値 人

①令和７年度実績値 件

②令和８年度目標値 件

ア　本来業務（老人短期入所施設）　　　　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

イ　企画提案業務1（〇〇〇　　　　　）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

ウ　企画提案業務2（〇〇〇　　　　　）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

エ　企画提案業務3（〇〇〇　　　　　）　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

オ　令和７年度自主事業（○○〇　　　）に関する収支状況（単位：円）　

支出

その他

収入計 0

収入

補助金収入 その他

雑収入 支出計 0

利用料収入 事業費

委託料収入 委託費

収入計 0

介護保険収入 人件費

雑収入 支出計 0

その他

委託料収入 委託費

補助金収入 その他

人件費

利用料収入 事業費

その他

収入計 0

介護保険収入

補助金収入 その他

雑収入 支出計 0

利用料収入 事業費

委託料収入 委託費

⑴延べ利用者数

2,169

2,205

⑵実利用者数

81

85

⑶　収支実績

介護保険収入 21,932,422 人件費 11,038,808

966,422

利用料収入 4,901,629 事業費 1,741,891

委託料収入 0 委託費 2,620,824

16,367,945

その他 718

補助金収入 180,000 小額修繕費 0

寄付金収入 0 その他

収入計 27,014,769

介護保険収入

収支状況 0

人件費

雑収入 0 支出計



　　６　施設の利用者満足度の把握

　 ⑴　利用者満足度の把握状況

　 ⑵　利用者満足度把握の結果

 　⑶　意見等への主な対応状況

　　７　その他特記事項

　 ⑴ 

 　⑵

　　８　評価（指定管理者自己評価）

・身体状況、認知症の程度に関わらず受入している。
・歯科医師らと協働し、口腔衛生や食支援に関する取り組みを行っている。誤嚥性肺炎等の疾病予防を推進
することができた。
・キャリアレビュー制度を通して、職員のキャリアアップやモチベーションアップに取り組み、職員定着を
図っている。増える外国人職員への日本語向上へのサポートも含め、体系的かつ個別的な指導体制を構築し
た。
・新規利用者の獲得を図り、減収見込みを最小限にするべく収支改善のための方策を検討、実践しつつ収支
改善に努めている。
・施設内のレクリエーションの企画実行、他部署合同イベントや外部イベントへの参加等、余暇時間の充実
を図った。

アンケート調査にて、ご利用者・ご家族の満足度、要望・改善点などを聞き取っている。

ショートステイの利用により、ご利用者の生活状況の把握やご家族の休息につながっているとのお声が複数
寄せられている。

ご意見についての対応を施設内で協議。施設としての回答を付してご家族へ送付し、施設内にも掲示。



 １　施設の管理運営

 ２　事業実施内容

 ３　施設の利用状況（本来業務に係る施設の稼働率、利用者数、事業参加者数など）

　　本来業務　　　　令和７年度収入状況及び支出の状況　　（単位：円）

その他 61,730

収入計 23,354,950

寄付金収入 0 その他 692,923

雑収入 0 支出計 24,158,700

0 委託費 12,050

補助金収入 293,600 小額修繕費 5,400

介護保険収入 22,999,620 人件費 23,444,918

利用料収入 0 事業費 3,409

委託料収入

⑴　収支実績

令和７年度指定管理業務に関する事業報告書
（地域包括支援センター併設の居宅介護支援又は、老人介護支援センター）

施設名 東九条のぞみ居宅介護支援

○営業日　　　月～土曜日（但し、日曜日と12月31日～1月3日は休業日）
○営業時間　　午前8時30分～午後5時30分
○人員体制　管理者兼主任1名(主任介護支援専門員)、他担当職員3名（職種内訳：主任介護支援専門員
2名、 介護支援専門員1名）
○月間の利用定員　　担当者当り　35名
○新人研修・中堅職員・管理者に対しての内部研修の実施
○職種に応じた外部研修受講と内部にて伝達研修の実施
○自主点検表を活用して（年１回）基準に即しているか点検、確認、見直しを行う。

●居宅支援事業所として、高齢者が要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその
居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように配慮して行うことと
する。
・利用者の心身状況や環境に応じて介護保険サービスを利用するためのケアプランを作成。
・利用者の自宅に介護支援専門員が月1回以上訪問し、ケアプラン作成のためのヒアリングや状況把
握。
・利用者と施設の衛生管理に努めるとともに、感染症の発生においてのまん延防止の処置を行う。
・虐待の防止の対策を検討する虐待防止検討委員会を設置、定期的な開催と内容を職員に周知徹底す
る。
・感染症や非常災害の発生時において、業務継続計画に基づき早期の居宅介護支援業務の再開を図る。


